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１）食材（牛肉25g）に加えたサルモネラ属菌の菌量　　２）滅菌希釈水で食材を10倍希釈したもの　　　　（＋：検出，－：不検出）

３）乳剤液を直接培地に塗抹して培養したもの

１）食材：鶏肉25g　　　　　　　　　　　　　　　　（＋：検出，－：不検出）

食材の前培養液添加菌量１）
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食材の乳剤液 
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食材１）
食材の前培養液

検査時間（約４～５時間）

電気泳動 染　色 判　定

判　定

検査時間（約２時間）

PCR法 食品（前培養液） DNAの抽出 DNAの増幅（２～３時間）

LAMP法 食品（前培養液） DNAの抽出 DNAの増幅（１時間）

遺伝子増幅法 食　品 前培養 判　定

５日目

培養法 食　品 前培養 ２次培養 分離培養 確認培養 判　定

１日目 ２日目 ３日目 ４日目

図１　培養法と遺伝子増幅法の検査期間の比較

（検査期間の短縮）

（検査時間の短縮）

図２　遺伝子増幅法（PCR法，LAMP法）の検査時間の比較

表１　検出感度 表２　食材からの検出状況

　陽性
（白濁）

　 陰性

1,２,３,８

４,５,６,７

１,２,３：サルモネラ属菌　　                ６：腸管出血性大腸菌O157
       ４：Proteus属菌　　　         　　     ７：陰性対照
       ５： 腸管侵入性大腸菌O 124　  ８：陽性対照

Ｍ     １      ２     ３    ４     ５   　６     ７     ８     Ｍ 

図３-1　 PCR法の特異性
 （反応液の電気泳動像）

  図３-2　 LAMP法の特異性
　（反応液の濁度測定画面）

　　　　　検出された
サルモネラ属菌の遺伝子

非特異的反応

  PCR法では５番の検体に
非特異的反応が認められました。

前培養
によっ
て検出
感度が
向上し
ました。

PCR法
では食
材等の
影響が
みられ
ました。

LAMP法はDNAの増幅と判定が
同時にできます。


